
検査実施機関 福島県県南地方振興局県民環境部

採 水 年 月 日 令和８年１月１３日
項　目 数　値 基準値

水素イオン濃度（pH） 7.4 5.8～ 8.6

生物化学的酸素要求量（BOD) （mg/L) 43 160（120）

浮遊物質量（SS） （mg/L) 20 200（150）
アンモニア・アンモニウム化合物・亜硝酸化
合物及び硝酸化合物 （mg/L) 23 400

発行／鮫川村　 編集／村づくり推進室　　☎ 57-6332　ＦＡＸ 49-3363

E メール suishin@vill.samegawa.fukushima.jp

ほ 通信と
っ

広報［お知らせ版］
令和８年２月 13日発行 /第２８０号

ほ 通信と
っ

広報［お知らせ版］ほ 通信と
っ

広報［お知らせ版］

※1 問合せ
鮫川村・鮫川村ゆうきの郷

さ と

土づくり検討会
（事務局：農林商工課農林畜産係　☎４９-３１１３）

村内の交通事故発生件数
（１/1～１/31）

令和８年１月中　※（　）内は前年比

発生件数 死者数 傷者数 物件事故

０件（± 0） ０人（± 0） ０件（－１） ２件（－１）

　棚倉警察署管内では、薄暮時間帯に交通
事故が多く発生しています。
　車を運転するドライバーは、早めのライ

ト点灯を心がけましょう。
　歩行者は明るい服装や夜光反射材を身に

つけ、交通ルールを守って交通事故防止に

心がけてください。
　また、横断歩道を渡ろうとする歩行者を

発見した際には、必ず横断歩道の手前で一
時停止し、横断歩行者の安全確保をお願い

します。
問棚倉警察署地域交通課　☎３３-０１１０

戸草川支流水質検査結果公表（詳細検査）　

問地域整備課環境係
　☎４９-３１１４

採水場所　鮫川ファーム敷地境界
※ 1　生物化学的酸素要求量（BOD）

…微生物が水中の有機物を分解する
　時に消費する酸素量。値が大きい
　ほど水の汚れの度合いが高い。

　オーガニックビレッジを推進するにあたり、有機

栽培を身近に感じ関心をもってもらうため「ミニ家

庭菜園運動」を行います。家庭菜園キットを使って

有機栽培で野菜を育ててみましょう。

対象

配付場所

手まめ館

ミニ家庭菜園家庭菜園運動

自宅で有機栽培を体験しよう

　鮫川村有機農業推進事業　

村民　（ 先着３００世帯 ）
▶参加はどなたでも可能です。
▶後日、育てた野菜の写真をＳＮＳ
　で投稿してください。
▶配付は一家庭につき１セットです。

令和８年３月 15日（日）・22日（日）
午前 10時～午後３時

プランター

有機培土

野菜の種 （はつか大根）

栽培マニュアル

家庭菜園セ ッ ト

①プランターに有機培土を入れて、
　種をまく
②無農薬で野菜を育てる
③収穫前に写真を撮る
④家族みんなで食べる

帯状疱疹ワクチンを接種しましょう

　帯状疱疹ワクチンの助成を希望する人は、令和
８年３月 31日までに接種を済ませてください。
　不活化ワクチンの接種は、１回目接種から２か

月以上間隔を開ける必要があります。１回目接種
から２か月以上経過している人は、必ず３月 31

日までに２回目を接種してください。
助成対象　▶年度内に 65、70、75、80、85、90、
　95、100歳になる人、および 100歳以上の人　▶
　60～ 64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
　機能障害があり、日常生活がほとんど不可能な人
　※対象者には令和７年４月に通知しています。
自己負担額　▶生ワクチン…１回 2,500円　▶不活
　化ワクチン…１回 6,500円×２回
実施場所　県内の医療機関
※接種には予約が必要です。事前に実施の有無も

　確認ください。
※村診療所ではどちらのワクチンも実施しています。
問住民福祉課健康係　☎４９-３１１２

介護者のつどい i n 八幡屋　－令和７年度鮫川村介護支援事業－

　介護の手を少しだけ休めて、贅沢空間を味わ

える八幡屋で、介護者同士で語り合うやさしい

時間を一緒に過ごしませんか。
日時　令和８年３月 11日（水）午前９時集合
定員　20人（定員になり次第締め切り）
場所　八幡屋　（午前 10時～午後３時）
参加費　２，５００円（昼食・おやつ代）

対象　要介護・要支援・事業対象者に認定され

　ている人の家族（在宅介護されている人の家
　族、施設に入所している村内の人の家族）
申込み　地域包括支援センターまたは担当ケア

　マネージャーに３月２日（月）までにご連絡
　ください。
問村地域包括支援センター　☎２９-１２３３

お
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配付物

育ててみよう
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令和 8年度大豆栽培者を募集します

　村は「まめで達者な村づくり」を推進するため、
令和８年度の大豆の作付に協力をいただける大豆栽
培者を募集します。
　村では、さらなる大豆の収量アップと品質向上を
目指し、さまざまな大豆栽培の支援メニューを展開
しています。詳しくは配付の「まめで達者な村づくり

新聞第１１３号」をご覧ください。
申込期限　令和８年３月６日（金）まで
申込方法　まめで達者な村づくり新聞第１１３号内
　面の「令和８年度大豆・エン麦申込書」に必要事
　項を記入し、農林商工課に提出または

　ファックスでお申し込みください。
問農林商工課農林畜産係
　☎４９-３１１３　

候補者の氏名 候補者届出
政党の名称 得票数（票）

上杉　けんたろう 自由民主党 1,219

金山　屯 本人届出 35

おぐま　慎司 中道改革連合 496

無効投票数 37

投 票 総 数 1,787

■小選挙区選出議員選挙開票結果

投票区
当日有権者（人）① 投票者数（人）② 左のうち

期日前投票者数（人）
投票率（％）③
②÷①× 100

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

鮫川 426 409 835 318 286 604 270 260 530 74.65 69.93 72.34

西野 230 208 438 172 159 331 124 123 247 74.78 76.44 75.57

西山 192 210 402 136 134 270 94 103 197 70.83 63.81 67.16

富田 108 69 177 88 55 143 66 42 108 81.48 79.71 80.79

渡瀬 170 154 324 121 118 239 67 86 153 71.18 76.62 73.77

青生野 86 91 177 57 56 113 32 35 67 66.28 61.54 63.84

戸草 62 42 104 51 36 87 41 26 67 82.26 85.71 83.65

在外 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00

計 1,275 1,184 2,459 943 844 1,787 694 675 1,369 73.96 71.28 72.67

■有権者数および投票者数、投票率（在外選挙人を含む）

届出政党等の名称 得票数（票）

れいわ新選組 29

中道改革連合 400

自由民主党 914

参政党 115

日本共産党 67

社会民主党 15

チームみらい 51

国民民主党 79

日本保守党 15

日本維新の会 35

無効投票数 67

投 票 総 数 1,787

■比例代表選出議員選挙開票結果　第 51回衆議院議員総選挙は、２月８日（日）
に村内７つの投票所で投票が行われ、村公民館
で開票されました。投票率は、前回（令和６年
10月 27日執行）より０.71％増の 72.67％（前
回 71.96％）となり、うち期日前投票は前回より

５.83％増の 55.67％（前回 49.84％）となりまし

た。開票結果および投票者数、投票率などについ

ては次のとおりです。
問選挙管理委員会　☎４９-３１１１　

義務教育学校等と一体化した「旧修明高校鮫川校跡地」の

利活用ビジョンへの意見を募集します

■利活用ビジョン (案 ) について

　は、2月 16日 (月 ) に村ホー

　ムページに掲載します。
　※郵送・FAX でお送りするこ

　とも可能です。希望する人はご

　連絡ください。
■ご意見・ご提案は、下記 QR コー

　ドまたは郵送、FAX（任意様式）
　から。
【回答期限】
令和８年３月１日（日）まで

問教育課義務教育学校等開設準備室　　
　鮫川村大字赤坂中野字巡ヶ作１２８　/　☎４９-３１５１　　４９-３１５２

３月の休日当番医休日当番医が

変更変更になります。

受診の際はご注意ください。

日付 当番医

１日㊐ つちやクリニック（変更）

８日㊐ 深谷クリニック

15日㊊ 車田病院

20日㊎ おおひら整形

22日㊐ 塙厚生病院

29日㊐ 木村医院

３/

◀ご意見・ご提案はこちらから

　村では、旧修明高校鮫川校解体後の跡地活用の方
向性を示す「利活用ビジョン」を策定します。
　旧修明高校鮫川校跡地は、義務教育学校等の建設
地である「青少年広場」と近接しており、子どもたち

の学びの環境と一体的に考えることができる立地にあ

ります。この特性を生かし、それぞれ単なる個別の施
設として整備するのではなく、教育・交流・健康・自然・
地域活性化といった機能を分担・連携させた「地域一
体型の拠点」として位置づけることが重要であると考
えます。
　この跡地は、子どもたちにとっては学びや体験の

フィールドとなり、また村民の皆さんにとって、憩い・
交流・健康づくりの場となり得る、村の将来を左右す

る重要な資産です。
　つきましては、その活用のあり方について、広く村
民の皆さんからご意見・ご提案を募集します。


